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【手続補正１】
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者プライバシー情報を保護するコンピュータ実施方法であって、前記方法は、診断ツ
ールのプロセッサによって実行され、前記方法は、
　前記診断ツールのディスプレイ上に、診断手順のための前記診断ツールのインタラクテ
ィブインタフェースを表示することと、
　ユーザからのインタラクションなしに、前記インタラクティブインタフェースが第１の
所定の期間の間表示されたか否かを決定することと、
　前記ユーザからのインタラクションなしに前記インタラクティブインタフェースが第１
の所定の期間の間表示されたという決定に応答して、
　　前記インタラクティブインタフェースに含まれる前記患者の患者プライバシー情報を
識別することと、
　　前記インタラクティブインタフェースから前記識別された患者プライバシー情報を隠
蔽することと
　を含み、
　前記識別された患者プライバシー情報が隠蔽されている期間中、前記診断ツールは、
　　前記診断ツールに診断アクションを行わせるインタラクションを前記ユーザから受信
することと、
　　前記隠蔽された患者プライバシー情報を暴露することなく、前記行われた診断アクシ
ョンに基づいて、前記インタラクティブインタフェースを更新することと
　を行うように構成される、コンピュータ実施方法。
【請求項２】
　前記ユーザからのインタラクションなしに前記インタラクティブインタフェースが第２
の所定の期間の間表示されたという決定に応答して、前記インタラクティブインタフェー
スの全体を隠蔽し、前記診断ツールに診断アクションを行わせるインタラクションを前記
診断ツールが前記ユーザから受信することを防止することをさらに含み、前記第２の所定
の期間は、前記第１の所定の期間より長い、請求項１に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項３】
　前記診断ツールの前記ディスプレイ上にログイン画面を表示することと、
　前記ログイン画面を介して前記ユーザのログインアクションを受信したことに応答して
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、前記患者プライバシー情報を含む前記インタラクティブインタフェースを暴露し、前記
診断ツールに診断アクションを行わせるインタラクションを前記診断ツールが前記ユーザ
から受信することを再び可能にすることと
　をさらに含む、請求項２に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項４】
　前記隠蔽された患者プライバシー情報を暴露することなく前記行われた診断アクション
に基づいて前記インタラクティブインタフェースを更新することは、前記隠蔽された患者
プライバシー情報を暴露することなく前記患者プライバシー情報の少なくとも一部を更新
することを含み、
　前記インタラクティブインタフェースを暴露することは、前記患者プライバシー情報の
前記更新された少なくとも一部を暴露することを含む、請求項３に記載のコンピュータ実
施方法。
【請求項５】
　前記診断手順のための前記診断ツールの前記インタラクティブインタフェースは、前記
ディスプレイによって選択的に表示される複数の異なるインタフェースのうちの１つであ
る、請求項１に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項６】
　前記診断手順のための前記診断ツールの前記インタラクティブインタフェース以外の前
記複数の異なるインタラクティブインタフェースの少なくとも１つが前記ユーザからのイ
ンタラクションなしに前記第１の所定の期間の間表示されたという決定に応答して、ログ
インプロンプトまたはオプション、免責事項、あるいはナビゲーションオプションのうち
の１つ以上を表示することをさらに含む、請求項５に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項７】
　患者に診断手順を行うための診断ツールであって、前記診断ツールは、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに動作可能に接続される少なくとも１つのディスプレ
イと、
　前記プロセッサに動作可能に接続される少なくとも１つのメモリであって、前記メモリ
は、前記プロセッサによって実行可能である命令を記憶しており、前記命令は、前記プロ
セッサに作動を行わせるように構成され、前記作動は、
　　前記ディスプレイ上に、前記診断手順のための前記診断ツールのインタラクティブイ
ンタフェースを表示することと、
　　ユーザからのインタラクションなしに、前記インタラクティブインタフェースが第１
の所定の期間の間表示されたか否かを決定することと、
　　前記ユーザからのインタラクションなしに前記インタラクティブインタフェースが第
１の所定の期間の間表示されたという決定に応答して、
　　　前記インタラクティブインタフェースに含まれる前記患者の患者プライバシー情報
を識別することと、
　　　前記インタラクティブインタフェースから前記識別された患者プライバシー情報を
隠蔽することと
　　前記識別された患者プライバシー情報が隠蔽されている期間中、
　　　前記診断ツールに診断アクションを行わせるインタラクションを前記ユーザから受
信することと、
　　　前記隠蔽された患者プライバシー情報を暴露することなく、前記行われた診断アク
ションに基づいて、前記インタラクティブインタフェースを更新することと
　を含む、診断ツール。
【請求項８】
　前記作動は、
　前記ユーザからのインタラクションなしに前記インタラクティブインタフェースが第２
の所定の期間の間表示されたという決定に応答して、前記インタラクティブインタフェー
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スの全体を隠蔽し、前記診断ツールに診断アクションを行わせるインタラクションを前記
診断ツールが前記ユーザから受信することを防止すること
　をさらに含み、
　前記第２の所定の期間は、前記第１の所定の期間より長い、請求項７に記載の診断ツー
ル。
【請求項９】
　前記作動は、
　前記診断ツールの前記ディスプレイ上にログイン画面を表示することと、
　前記ログイン画面を介して前記ユーザのログインアクションを受信したことに応答して
、前記患者プライバシー情報を含む前記インタラクティブインタフェースを暴露し、前記
診断ツールに診断アクションを行わせるインタラクションを前記診断ツールが前記ユーザ
から受信することを再び可能にすることと
　をさらに含む、請求項８に記載の診断ツール。
【請求項１０】
　前記隠蔽された患者プライバシー情報を暴露することなく前記行われた診断アクション
に基づいて前記インタラクティブインタフェースを更新することは、前記隠蔽された患者
プライバシー情報を暴露することなく前記患者プライバシー情報の少なくとも一部を更新
することを含み、
　前記インタラクティブインタフェースを暴露することは、前記患者プライバシー情報の
前記更新された少なくとも一部を暴露することを含む、請求項９に記載の診断ツール。
【請求項１１】
　前記診断手順のための前記診断ツールの前記インタラクティブインタフェースは、前記
ディスプレイによって選択的に表示される複数の異なるインタフェースのうちの１つであ
る、請求項７に記載の診断ツール。
【請求項１２】
　前記作動は、
　前記診断手順のための前記診断ツールの前記インタラクティブインタフェース以外の前
記複数の異なるインタラクティブインタフェースの少なくとも１つが前記ユーザからのイ
ンタラクションなしに前記第１の所定の期間の間表示されたという決定に応答して、ログ
インプロンプトまたはオプション、免責事項、あるいはナビゲーションオプションのうち
の１つ以上を表示すること
　をさらに含む、請求項１１に記載の診断ツール。
【請求項１３】
　診断ツール上での使用のための非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記非一時的
コンピュータ可読媒体は、患者に診断手順を行うために前記診断ツールのインタラクティ
ブインタフェースを動作させるためのコンピュータ実行可能プログラミング命令を含み、
前記命令は、作動を行うようにプロセッサによって実行可能であり、前記作動は、
　前記診断ツールのディスプレイ上に、前記インタラクティブインタフェースを表示する
ことと、
　ユーザからのインタラクションなしに、前記インタラクティブインタフェースが第１の
所定の期間の間表示されたか否かを決定することと、
　前記ユーザからのインタラクションなしに前記インタラクティブインタフェースが第１
の所定の期間の間表示されたという決定に応答して、
　　前記インタラクティブインタフェースに含まれる前記患者の患者プライバシー情報を
識別することと、
　　前記インタラクティブインタフェースから前記識別された患者プライバシー情報を隠
蔽することと
　前記識別された患者プライバシー情報が隠蔽されている期間中、
　　前記診断ツールに診断アクションを行わせるインタラクションを前記ユーザから受信
することと、
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　　前記隠蔽された患者プライバシー情報を暴露することなく、前記行われた診断アクシ
ョンに基づいて、前記インタラクティブインタフェースを更新することと
　を含む、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１４】
　前記作動は、
　前記ユーザからのインタラクションなしに前記インタラクティブインタフェースが第２
の所定の期間の間表示されたという決定に応答して、前記インタラクティブインタフェー
スの全体を隠蔽し、前記診断ツールに診断アクションを行わせるインタラクションを前記
診断ツールが前記ユーザから受信することを防止すること
　をさらに含み、
　前記第２の所定の期間は、前記第１の所定の期間より長い、請求項１３に記載のコンピ
ュータ可読媒体。
【請求項１５】
　前記作動は、
　前記診断ツールの前記ディスプレイ上にログイン画面を表示することと、
　前記ログイン画面を介して前記ユーザのログインアクションを受信したことに応答して
、前記患者プライバシー情報を含む前記インタラクティブインタフェースを暴露し、前記
診断ツールに診断アクションを行わせるインタラクションを前記診断ツールが前記ユーザ
から受信することを再び可能にすることと
　をさらに含む、請求項１４に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１６】
　前記隠蔽された患者プライバシー情報を暴露することなく前記行われた診断アクション
に基づいて前記インタラクティブインタフェースを更新することは、前記隠蔽された患者
プライバシー情報を暴露することなく前記患者プライバシー情報の少なくとも一部を更新
することを含み、
　前記インタラクティブインタフェースを暴露することは、前記患者プライバシー情報の
前記更新された少なくとも一部を暴露することを含む、請求項１５に記載のコンピュータ
可読媒体。
【請求項１７】
　前記診断手順のための前記診断ツールの前記インタラクティブインタフェースは、前記
ディスプレイによって選択的に表示される複数の異なるインタフェースのうちの１つであ
る、請求項１３に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１８】
　前記作動は、
　前記診断手順のための前記診断ツールの前記インタラクティブインタフェース以外の前
記複数の異なるインタラクティブインタフェースの少なくとも１つが前記ユーザからのイ
ンタラクションなしに前記第１の所定の期間の間表示されたという決定に応答して、ログ
インプロンプトまたはオプション、免責事項、あるいはナビゲーションオプションのうち
の１つ以上を表示すること
　をさらに含む、請求項１７に記載のコンピュータ可読媒体。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記の一般的な記載及び以下の詳細な記載は両方とも、例示及び説明のためのものであ
り、特許請求の範囲で制限するように開示の実施形態を制限することはないことは理解さ
れたい。
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　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　セキュリティタイムアウト中に健康データを表示するコンピュータ実施方法であって、
　インタラクティブインタフェースを表示することと、
　前記表示に含まれたデータタイプを受信することと、
　前記インタラクティブインタフェースのタイムアウトを検出することと、
　前記タイムアウトに応答して、前記表示から前記データタイプを隠す、または、取り除
くことと、
　前記データタイプを取り除いた前記表示を含む延長タイムアウトを開始することと、
　を含む、前記方法。
（項目２）
　前記データタイプは、患者のプライバシー情報を含む、項目１に記載のコンピュータ実
施方法。
（項目３）
　前記データタイプが前記表示に存在しない間、前記インタラクティブインタフェースの
インタラクティブな特徴を提供すること
　をさらに含む、項目１に記載のコンピュータ実施方法。
（項目４）
　複数のインタフェースタイプを提供することと、
　前記複数のインタフェースタイプから１つの選択されたインタフェースタイプに前記延
長タイムアウトを提供することと、
　をさらに含む、項目１に記載のコンピュータ実施方法。
（項目５）
　前記表示に関して、対応するインタフェースタイプを検出することと、
　前記表示の前記対応するインタフェースタイプが前記選択されたインタフェースタイプ
である場合、前記延長タイムアウトを提供すること、または、
　前記表示の前記対応するインタフェースタイプが前記選択されたインタフェースタイプ
でない場合、前記延長タイムアウトの代替を提供すること、
　をさらに含む、項目４に記載のコンピュータ実施方法。
（項目６）
　前記代替は、ログインプロンプトもしくはオプション、免責事項、ナビゲーションオプ
ション、または、ダウンロードの要約のうちの１つまたは複数を含む、項目５に記載のコ
ンピュータ実施方法。
（項目７）
　前記延長タイムアウトの期間を決定すること
　をさらに含む、項目１に記載のコンピュータ実施方法。
（項目８）
　前記表示がアクティブである時間長を検出することと、
　前記アクティブな表示の前記時間長が、前記延長タイムアウトの前記期間を超えると、
ログイン画面と、前記延長タイムアウト表示の終了とをプロンプトすることと、
　をさらに含む、項目１に記載のコンピュータ実施方法。
（項目９）
　前記表示にユーザ入力によって行った修正を記憶することと、
　ユーザが承認されたログイン情報を提出すると、前記データタイプの前記データと共に
前記修正を表示することと、
　をさらに含む、項目１に記載のコンピュータ実施方法。
（項目１０）
　セキュリティタイムアウト中に健康データを表示するシステムであって、
　セキュリティタイムアウト中に健康データを表示する命令を記憶するデータ記憶装置と
、
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　前記命令を実行して、方法を行うように構成されたプロセッサと、
を含み、前記方法は、
　インタラクティブインタフェースを表示することと、
　前記表示に含まれたデータタイプを受信することと、
　前記インタラクティブインタフェースのタイムアウトを検出することと、
　前記タイムアウトに応答して、前記表示から前記データタイプを隠す、または、取り除
くことと、
　前記データタイプを取り除いた前記表示を含む延長タイムアウトを開始することと、
　を含む、前記システム。
（項目１１）
　前記データタイプは、患者のプライバシー情報を含む、項目１０に記載のシステム。
（項目１２）
　前記方法は、前記データタイプが前記表示に存在しない間、前記インタラクティブイン
タフェースのインタラクティブな特徴を提供すること、
　をさらに含む、項目１０に記載のシステム。
（項目１３）
　前記方法は、
　複数のインタフェースタイプを提供することと、
　前記複数のインタフェースタイプから１つの選択されたインタフェースタイプに前記延
長タイムアウトを提供することと、
　をさらに含む、項目１０に記載のシステム。
（項目１４）
　前記方法は、
　前記表示に関して、対応するインタフェースタイプを検出することと、
　前記表示の前記対応するインタフェースタイプが前記選択されたインタフェースタイプ
の場合、前記延長タイムアウトを提供すること、または、
　前記表示の前記対応するインタフェースタイプが前記選択されたインタフェースタイプ
でない場合、前記延長タイムアウトの代替を提供すること、
　をさらに含む、項目１３に記載のシステム。
（項目１５）
　前記代替は、ログインプロンプトもしくはオプション、免責事項、ナビゲーションオプ
ション、または、ダウンロードの要約オプションの１つまたは複数を含む、項目１４に記
載のシステム。
（項目１６）
　セキュリティタイムアウト中に健康データを表示するコンピュータ実行可能プログラミ
ング命令を含むコンピュータシステムで使用される非一時的コンピュータ可読媒体であっ
て、前記方法は、
　インタラクティブインタフェースを表示することと、
　前記表示に含まれたデータタイプを受信することと、
　前記インタラクティブインタフェースのタイムアウトを検出することと、
　前記タイムアウトに応答して、前記表示から前記データタイプを隠す、または、取り除
くことと、
　前記データタイプが除かれた前記表示を含む延長タイムアウトを開始することと、
　を含む、前記方法。
（項目１７）
　前記データタイプは、患者のプライバシー情報を含む、項目１６に記載のコンピュータ
実施方法。
（項目１８）
　前記データタイプが前記表示に存在しない間、前記インタラクティブインタフェースの
インタラクティブな特徴を提供すること
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　をさらに含む、項目１６に記載のコンピュータ実施方法。
（項目１９）
　複数のインタフェースタイプを提供することと、
　前記複数のインタフェースタイプから１つの選択されたインタフェースタイプに前記延
長タイムアウトを提供することと
　をさらに含む、項目１６に記載のコンピュータ実施方法。
（項目２０）
　前記表示にユーザ入力によって行われた修正を記憶することと、
　ユーザが承認されたログイン情報を提出すると、前記データタイプの前記データと共に
前記修正を表示することと
　をさらに含む、項目１６に記載のコンピュータ実施方法。
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